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会津坂下町での地域づくり活動について 
ＮＰＯ法人うつくしまＮＰＯネットワーク 

副理事長 鈴木伸司 

▼会津坂下（あいづばんげ）町では、町の第四次振興計画素案つくりのため、「協

働のまちづくり」を掲げ、一般公募により集った町民、約４０名と行政職員１

０名が参加し、５０名で「まちづくり２００１委員会」を構成し、町の将来像

を描きながら、現状把握から施策の素案作成まで、ワークショップを中心とし

た協議を重ね、会津坂下町をグランドデザインした。 

▼振興計画の施行にあわせ、計画の具現化のため「会津坂下町まちづくり委員

会」が設立された。町民４０名（行政の職員も一町民として参加）が参画し、

まちづくり２００１委員会の部会編成に準じた６つの部会に分かれ、２００１

委員会で策定された行動計画に沿って事業を企画、運営、実施した。 

また、２００２年１０月、公設民営型の施設を町民が運営・育成していく、

集う・助ける・つなぐ場として「会津坂下町まちづくりセンター」を開所した。

同時に、町民、町及び議会が、協働して取り組むまちづくりのための原則と仕

組みづくりの方針を明確にするため「会津坂下町まちづくり基本条例」を制定。

議会の承認を経て２００３年４月１日より施行された。 

▼２００３年年２月、会津坂下町まちづくり委員会の中から、特に誇りと熱意

を持ったメンバーが集い「市民活動支援組織ＮＩＶＯ（ニボ）」を設立し、８月

にＮＰＯ法人化した。会津坂下町まちづくりセンターの運営受託、２００４年

度から公設民営形式に移行した地域の公民館職員の配置などを介し、住民の視

点によるまちづくりの醸成・推進のため、地域における民間中間支援組織とし

てサポート活動などを実施した。（２０２０年１１月に解散した。） 

▼２０１１年３月の東日本大震災時には、葛尾村が会津坂下町に避難して来た

のにあわせ、町・社協と協議し、中間支援組織の強みと横のつながり活かし、

いち早くボランティアセンターを設置し民間の立場で支援活動を展開した。 

▼第１８回公益信託うつくしま基金の助成を受け、まちづくりの勉強会を開催

したことをきっかけに、住民有志で仲間を募り、話し合い、学びの場を提供し

ながら自らも教養を高め、交流や活動の場づくりを目指し、地域が良くなれば

結果的に、生業や生計に良い影響をもたらすと期待し、ＳＤＧｓの観点・考え

方を持ちながら、ゆっくり、のんびり、無理をしないをモットーに、２０２０

年５月１６日に「ＳＰＰＯＧ」を設立した。活動の拠点として「ばんげ市民活

動サポートセンター」を設置し、勉強会や子育て支援活動等の事業を実施して

いる。ＳＰＰＯＧとは、Ｓｔｕｄｙ・Ｐｒｏｊｅｃｔ・Ｐｒｏ Ｂｏｎｏ・Ｏｐ

ｅｒａｔｉｏｎ・Ｇｒｏｕｐの頭文字をとったもので「スポッグ」と読む。 

（２０２３年１１月１３日記） 


